
◎熱中症 特別警戒アラート 発表時の対応 

 

前日１４時発表を受けての対応 

① 特別警戒アラートが発表されたことを全教職員で共有（休日はミマモルメを活用） 

② 翌日の対応（※）の検討と決定、全教職員での共通理解 

③ 生徒・保護者への連絡（ミマモルメ等を活用） 

 

 

 

 

 

 

 

当日の対応 

特別な事情で教育活動を一部行っている場合 

① 活動場所の暑さ指数（ＷＢＧＴ）を測定し、共有 

② 対応の検討と全教職員での共通理解 

③ 校長は、活動場所のすべての人が熱中症対策できているかどうかの確認、できていない場合は教育活動

の中止、延期、変更を判断 

 

〇熱中症 警戒アラート 発表時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※翌日（当日）の対応について 

〇教育活動（冷房のない教室等での活動、体育、行事、部活動）の実施方法を検討 

〇活動時間や場所の変更、時間短縮等の検討 

〇生徒の観察の徹底 

〇こまめな給水、休憩 

〇生徒への指導の確認 

・帽子等により日差しを遮ること、通気性・透湿性の悪い服装等を避けること 

・運動の前後も含めて適切に水分を補給し休憩をとること、自身でもよく体調を確認し、不調が感じられる場

合にはためらうことなく教職員に申し出ること 

・児童生徒等同士で互いに水分補給や休憩の声掛け等を行うこと 

・運動等を行った後は、十分にクールダウンするなど、体調を整えたうえでその後の活動を行うこと 

・体調不良等により下校やその他活動が困難だと感じた場合にはためらうことなく教職員等に申し出ること。 

〇涼しく過ごせる場所の確保や経口補水液、氷、アイスパック等確認 

 

 

 

 

〇涼しく過ごせる場所の確保準備や経口補水液、氷、アイスパック等の備えを確認 

 

※翌日の対応について 

〇登下校の判断（★臨時休業を基本に判断） 

〇教育活動の中止、延期、変更の判断（★部活動等も中止、延期を基本とする） 

〇特別な事情で活動する場合の可否の判断 

 （時間や場所の変更を検討、涼しく過ごせる場所の確保や経口補水液、氷、アイスパック等確認） 

 



【参考】熱中症警戒アラートについての対応 

 

 令和６年４月「改正気候変動適応法」が施行され、以下のようなことが法に位置付けられ整備された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             「県立学校における熱中症対策ガイドライン」（兵庫県教育委員会 Ｒ６．６） 

 

【参考】ＷＢＧＴ値 早見表  （日本生気象学会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


